
診療科

【到達目標】

【研修日数】

期間 定員 対象 評価 実技 診療 知識

1年が基本です
が、長期にわ
たって就業して
いる方もいます

若干名 医師（臨床経験2年以上の方
を主に考えていますが、それ
以外の方もご相談に応じま
す。）

業務内容の確認。カンファレ
ンスでの症例振り返り。

ACLS（二次救命処置）、
JMECC（内科学会救急コー
ス）、JATEC（外傷学会）、ISLS
（臨床救急医学会）などに準じ
た初期診療手技

外来・病棟業務 1回/週の症例カンファ
救急診療ではoff－JOBトレー
ニングを用いて知識技能を
補っています。

、

【1週間のスケジュール例】

月 火 水 木 金

夜勤帯からの申し送り 夜勤帯からの申し送り 夜勤帯からの申し送り 夜勤帯からの申し送り 夜勤帯からの申し送り

救急診療 救急診療 救急診療 救急診療 救急診療

救急診療 救急診療 救急診療 救急診療 救急診療

カンファレンス

夜勤帯への申し送り 夜勤帯への申し送り 夜勤帯への申し送り 夜勤帯への申し送り 夜勤帯への申し送り

【備考欄】 ◆1日の勤務時間（開始時間、終了時間）も柔軟に対応します。

◆上記スケジュールから任意の曜日を1日休とし、週4日勤務を標準にしています。（それよりも少ない勤務日で開始し、徐々に増やしていくことも可能）

◆救急外来ではリーダー医師、研修医とともに診療にあたります

◆病棟診療も行いますが、主治医を担当しないのを標準としています。

◆救急部スタッフは様々な専門を持っていますので上記以外のことも希望に沿って学ぶもとが可能です。
（気道管理、心エコー、種々のエコー、縫合処置や簡易固定）

午前

午後

17:00

週1-5日×何か月単位でも

12:00～15:00

8:30

救急部：意外なことに救急部は復職のステップに向いているよコース（初期診療に重点を置いたコースです）。

救急来院患者に対して、医師であれば誰でも行うべき事前準備・初期対応・安定化・専門各科との連携を行う。
ガイドラインに沿った標準診療手順を行う。


